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近 時 造 船 の 進 歩 に 就 て

造船 協會會長 工學士 斯 波 孝 四 郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　 穂　　　 諡

　輓近世界浩船界の進歩として著 しき現象は、 各國競つ て 優秀船建造の 趨勢な り。 蓋 し各國が其産業

發展 の 爲め且 國際貸借改善 の 爲め 重 要航路 に 優越隴を 獲得ぜ ん と して 優秀船を目標 とす る の み な ら

す、延 い て 國防の 充實 に資せ ん とす るは想像に 難 か らざ る所な り。 大西洋航路 に於 て ブ レ メ ン 、オ イ

ロ ーパ （27 節 ）の 5 萬噸級を突破して 、 最近 7 萬噸級 （30節）の ノ ル マ ン ヂー一
、 ク イ ン メ リーの 出

現 は眞 に 驚 くべ き造艢の 進歩 と云 は ざる を得す 。 優秀船は凡て の 點に於て 優秀 を期すべ き も．主 と し

て 速度に 於 て 優越 を望む爲め 、 自然大船 に 向つ て 進む 事とな ウ．從つ て 經濟上 多大 の 犧牲 を拂ひ 、 國

家的事業と して 邁進する事は正 に 止 む を得 ざ る所な るべ し。

　我國に 於 て は ．最近宮民
一致の 努力 に よ り所謂船舶改善助成法の 發令に よ ゆ、船舶界に於て 俄然優

秀船建造 の 氣運勃發 し．第 1 囘の施設に於 て 10 萬噸．第 2 囘に於て 5 萬噸を殆ん ど完成 し．其結果

太 r三

洋上斷然 日章旗荷物船 の 優越を發揮 L 、我 國造船技術 の 進歩發展 を來 した る事 は亦た 注目に値す

る事實な り。

　今單に造船の 進歩 と稱する も、 少 しく之 を解詮すれ ば、船體設計建造 の進歩 ．機關の 進 歩、竝 に船

髓機關關係に就て の進歩 とを考察せ ざる を得ず 。 以下右 に關 し最近特に重要な る事項數點 に就 き述ぶ

る所 あ らん とす 。

　　　　　　　　　　　　　　1・ 船 型 に 關 す る 進 歩

船髓 の 設計に於て 最 も重要な る事項 は、要件 に邁應する船型の決定に あ り。

一般 に船型 と稱す る も 、

特に 線圖 の 設計の 善惡は所要馬力に 多大 の影響を及ぼ し、延 い て 經濟上驚 くべ き結果を生 す る事勿論

な り。 從來線鬮の 設計は主 と して 老練なる技術家 の 經驗に依 る もの な りしも、彼の 有名な る英國 ハ ス

ラ ーに於け る フ ラ ウ ド氏の船型試驗の 完成 に よ b、摸型試驗を以て 線鬪竝 に適應 す る推進器 を決定 し

得 る ic至 り、造船界 に偉大な る進歩 を與 へ た る事は周知 の 事實な り。 我國tc於て も今よ b約 30 年前

長崎 に 於け る三菱造船所 に於 て 船型試驗場 の 創設 を見た る も．之れは主 と して 三 菱造船所建造 に係 る

船舶に の み利用せ られ ．一般 に公開せ られ ざ りし も．其後引綾 き帝國海軍に於 て 專屬の 船型試驗場 を

新設せ られ．徇 ほ相前後 して 遞信省に 於て も完備せ る試驗場 を設け ． 廣 く一般船舶界の 需 めに應ずる

に至 り、斯 くし て我國造船術の 發展に劃期的進歩 を示すに至れ り。 今遞信省の 報告に よれ ば 、遞信省
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試驗場が今 日迄試驗を行ひ た る船舶は約 170隻約β0 萬噸に達 し、 其の 結果、所要馬力 の 改善 は 20％

に逹 する もの あ りと聞 く 。 之れを經濟的方面 よ り考ふ る に ．此 改善に依 り燃料 の 節約 を航行期間に 割

り當て 推算す れ ば 、眞に 驚 くべ き多額 の 利 徐を計上 し得 べ し 。 試驗 の 結果は當該船舶の み な らす ．延 い

て 他 の 類似船舶に ま で 及ぼす事 を考ふ れば ．其の 利 篠は愈 々 擴大せ らるべ く．最近建造せ られ し船舶

改善助成法に よる船舶が優秀な る成績 を示す事正 に 偶然な らす と云 ふ べ し
。 試驗場 こ於け る努力は 、

別に 系統的試驗を行ひ ．其結果常teEP時優良な る船鬮 の 選定 を容易ic求 め得 らる 乂 に至 り し事之れ亦

た 大 な る進 歩 と云 ふ を得 べ し 。 海軍船型試驗場 の 成績 は帯 國海軍 に 關する以 上 ．機密事項 と して 發表

し得 ざ るは止む を得す とする も．昨年雫賀海軍造船中將が英國造船協會大會に於て 發表せ られ し，水

中 に 於 け る 平面 の 摩擦抵抗 に 關す る論文は 、 從來造舶界 に行 はれ し摩擦抵抗 に 關す る數字に訂正 を與

ふ る もの に し て 、7 ．ラ ウ ド氏 の 與 へ し デ ータ 以 來始め て の 發表に して ．俄然斯界 に甚大 の セ ン セ ー シ

ヨ ン を起 し 、 各國 の 權威者何れ も口 t（ 極 めて 雫賀博士 f）成功 を讃美す る に至 りし事 ．貫に我 國造船界

否我 國學術界の 爲 め萬丈の 氣焔を擧げた りと云 ふ も過言 に あ らざる べ し。長 崎 に 於 け る三菱造船所試

驗場 の 成績に就 て は 特 に發表する迄 もな く．同造船所建造 船舶が何れ も優良な る成績を示 した る事 を

考ふ れば 、 敢て 絮詮 を要
’
せ ざるべ し。

　右 の 如 く船型試驗に よ る
一
般船型 の 匙歩の 外、特異な る船型 を案出 し、各自其優良な る事を宣傳ず

る もの 數種 あ り。 但 し我國に於 て 未だ採用 された る事 を聞か ざる も．漸次研究を進む る に 從ひ ．實現

の遐 び に至 るべ きも、今 日向試驗時代に屬す る もの と考 へ ら る
。 試に 之等を列擧すれば下 の 如 し。

　　 　 　A ． ア 冖ク 。 フ オ ーム

　 　 t

　　 　 　 B ．　 マ イ ヤ ース 。フ オ
ーム

　　　　 G．　バ ル バ ス ・ バ ウ

　　　　　　　　　　　　　　　　2， 船　尾　の 　改　艮

　單螺旋推進器 の 渦流を整流 し．推進能卒 を増加せん とす る考案は ，數十年萌 より試み られ し も、多

く實用化せ られざ り しが ．歐洲大戰後各方面 に 於 て 研究 の 結果 ．舵 を利用 して 成功 した る もの 數種 あ

り。 之れ に よ り所要馬力の 節約 1割以上 に 及 ぶ もの 少か らす 。 今試み に之等 を列擧すれ ば

　　　　A ． エ ル ツ ・ラ ダー

　　　　B ・　シ ン プ レ ッ ク ス 。ラ ダ ー

　　　　C．　 コ ン ト ラ ●プ ロ ペ ラー

　　　　D 、　 レ ア ク シ ヨ ン ・ラ グ ー

　前 記 の 外之等に類似 の もの 數種あ り。 其の 舵 は何れ も複板舵 に して 、今 日に 於て は古 くより行 はれ

し單板舵は殆ん ど其影を沒す るに 至れ り
。 推進器 の 研究に よ iJ

， 船尾 に於 け る拌流 に適應 し．同時に

舵 を利用 し著 し く推進能率 の 増加 を實現 し得た るは ．近 時造船 の 進歩 の 中著 しき現象　r：　iJと 云 ふ を得

ぺ し。
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　　　　　　　　　　　 3， 造船に應用せ られ し電氣鎔接の 發逹

　電氣熔接の 原理が 發見され しは極 めて 古く約百 年以前 と稱せ らる 」 も、其後研究遅 々 と して 進 まざ

りしが ．偶 々 歐洲大戰に 際 し俄然工 業界 に 於 て勞 力 、材料 ．時間に封 し極度の節約の必要に 逍 られ 、

其對策の 一として電氣鎔接の 發展著 しき もの あ り。 特に 造船界 に於 て 盛に 應用せ られ ．早 くも 300噸

乃至 500噸の 全鎔接船の 出現 を見た る も．其技術必ず し も信頼 し難 く、引績き各方面に電氣鎔接の研

究釜 々 進み 、 特に獨逸に 於て は戰後造船材料 の 缺乏に惱み．熱心 なる電氣鎔接 の研究を試み 、 其結果

戰後最初 の 巡洋艦 エ ム デ ン 號 の 船罎 に應月」し，艦彊璽量に 於 て 約 1 割 の 輕減を得た りと稱 す る に 至 り．

愈 々 廣範圍に 其成果 を示 し．世界造船界 に 異常 の 衝動 を與へ しは ．其當時著 しき事實 な りき。 共後工

業各方面に於 て 電氣鎔接應用釜 々 發展せ しが 、時恰 もワ シ ン ト ン に 於 け る軍縮條約の 締結を見．其必

然の 結果 と しゼー定制限噸數の範圍内に於て 可及的最大戰鬪力を得ん とす る必要に逍られ．各國を通

じて電氣鎔接 の 研究應用は刮目すべ ぎ發展を示せ り 。

　以上 は主 と して 軍艦 に關 して の 現象な る も．商船 に關 して は 多少淌極的の 感 を冤れ
一
耗 但 し小型船

と して 渡海船 ．遐搬船．河用脂．油槽船Z）如 き特殊船に は相當利用せ られ しも、大型船に は局部的若

くは 修繕方面 の 小範園 tc局限せ られた り。 之れ主 と して 商般に 關す る特殊條件 と して船級協愈 の 制限

を受 くる關係 と考へ らる 。 船級協會の 規程は多 く船舶運航 の 實績を基 とす ろ以上 ．急激の 變更を許さ

L’る事由 もあ り、動 もすれ ば保守的 とな る ．蓋 し止 む を得ざ る べ し 。 然 し大職後鎔接校術進 歩 し適用

範園愈 々 擴 大せ る工 業界 の 趨勢に鑑み ．ロ イ ド協會 は 191S 年鎔接 tc關す る暫定 規則を設 け しに始ま

り．引綾 きゲ ル マ ＝ ツ シ エ 叩 イ ド、B ．　C．協會等に於 て も之れに 關す る新規程 を設 くる に 至 凱 斯 く

して 商船に於 て 電氣鎔接の 應用愈 々 本格的 となれ り。

　斯 く して 鎔接 は小 型船よ り中型船．引績 き大型船に迄盛 に應用せ らる S に 至 り．最近 の 著 しき
一

例

は獨逸 の 大型優秀客船 ポ ツ ダ ム 號に して ．船髏圭要部分 の シ ーム を除く外徹底的に 應用 し、其結果重

量の 節約約 600噸 と號せ り 。

　我國に於け る電氣鎔接 の 進歩は ．外 國に 比 し必 す し も遜色 あ る事な く、大正 3 年三菱造船所が 瑞典

國 の チ エ ル ペ ル ビ式鎔接 を輸 入 した る に 始ま り 、 最近特 に著 しき進歩 を示 し、特 に 軍艦方面 に 於 て 一

大躍進 を試む る に 至れ り 。

　要す るに電氣鎔接の 發展は電氣鎔接其の もの L 研究 と同時に ．それに適合する船體構造．設計に變

更を及ぼ す事 とな り、之れ が 爲め工 事上
一tt大變革 を來た す の 止 む を得 ざ る に 立 到 れ り。 從來鐡鋼板 の

接合は 鋏鋲 に の み よ り しもの が大部分電氣鎔接 IC代へ らる S とすれば 、造船工 場に 於て 圭要職工 た り

し鋏鋲職、穿孔職、嗔隙職 ．共大部分鎔接職に置 き換 へ らる L の 止む を得 ざる事 となれ り。

　工 事上 に於て も從來
一材づ S．取附 け られ しもの 、鎔接 に よ り地上 に於 て 或程度迄纒 りた るブ ロ ッ ク

とな り、其儘大型 ク レ ーン に て 船體 に取附け らる L 等．造船工 事に於て も著 しく變更 を生歩る に 至 れ

り 。 今 日の 欺勢に於 て電氣鎔接 の 研究 、進歩 は必す しも完成 の 域に逹 した りと云 ひ 難 く．倚鎔接後材
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料内に 起 ゆし イ ン タ ーナ ル 勉ス ト レ ス の 處理 ，
ブ P 一ホ A ル の檢査 等最 も困難に して ．重要 な る 研究

に邁進 する必要あ るべ く、爾鎔接に適合す る構造竝 に 材料 の 研究 は今後殘 さ れ し大な る問題 と考 へ ら

る 。 夫 れ の み な らす今後鎔接工 の 養成 と其資格檢定 に就て は官民一致 の 協力 を要すぺ く．斯 く して造

船技術 に大な る進歩 を痴す もの と考へ らる 。

　　　　　　　　　　　　　　　 4， 推進機關の 變遷 と進歩

　大型船舶 の 推進機 關は、歐洲大戰の 絡期頃迄 は主 と して 蒸氣機關に 依 りし もの 、戰後内燃機關の 進

歩に 由 り共進 出著 しき もの あ り。 我國に於 て も漸次 内燃機關皀卩ち ヂ ーゼ ル ・ エ ン ヂ ン が 蒸氣機關に 比

し經濟上 に於 て も．亦操縱上 に於 て も優良な る事 を認 め られ、急激 に共發展 を見 、軈て 昭和 の 初期に

於 て 船舶の ヂ ーゼ ル 全盛時代 を出現 す るに至れ り。 ヂーゼ ル 。 エ ン ヂ ン が蒸氣機關に比 し經濟上利 釜

あ りと稱す る も、 要す るに重油 と石炭と の 價格の 關係に依る もの ICして
一

定不變に あ らす 。 殊に重 油

は石炭 の 如 く世界隨所 に産出す る もの に あ らす。 之等 を考慮す る時は單に 内燃機關目前 の 便釜 の み を

以 て 蒸氣機關を驅逐する事能は ざる べ く．航路 の 關係使用 目的等を考ふ る時は、蒸氣機關 を便 とす る

場合 も亦甚 だ 多 く、殊 に最近蒸氣機關竝 に 汽罐 の 著 し き進歩は燃料 の 節約 を大 な ら しめ．特 に 大 馬力

を要 す る船舶 に は蒸氣機關を採用 す る もの 決 し て 少 しとせ す 。

　今本邦 に於 て舶用 ヂ ーゼ ル ・エ ン ヂ ン 進歩の 歌態 を見 る tc、最初遠洋航船 の 推進 機關 と して 出現 し

た るは大正 11 年に 始ま り、何れ も外國製の み な りしが ．大正 15 年始め て 國産 ヂーゼ ル の 進出を見、

爾來急傲に 國産 デ ーゼ ル の 發展 を見た る も、大部分は 外國 の 特許に よ る もの に して 、ズ ル ツ ア ー．マ

ン
、
B ＆ W は共の 主 な る もの な り。 其頃に於 け るヂーゼ ル 機關 1 臺 の 發生軸馬力 は 4，000 以 下 に し

て ．淌費量は 1 馬力當 り約 175〜 185 グ ラ ム な 1） し昭和四 。五 年頃は 、 本邦に 於け るヂ ーゼ ル 全盛時

代に し て
． 遠洋航路 の 新船は殆 ど全部ヂ ーゼ ル 化 した り。

　昭和 7 年に は 三菱の MS エ ン ヂ ン の 如 く外國 の 特許 を離れ ．設計工 作全部國産品 の 出現 を見 る に

至れ b 。 其後船舶改善法 の 發令 に よ り．愈 々 ヂ ーゼ ル の 發展に拍車 を加 へ 技術 の 進歩とな り 、 漸次蹇

氣嗤射式よ り無室氣式に進み ．且 つ 單動式と相並び て 複動式 に進展 し．其信頼性を發揮 する と共 に 、

大 馬力 の 複動單螺旋の 遠洋航船の 出現頻 々 と して 起 り．愈 々 ヂ ーゼ ル は完成域 に逹 し、 共 ］臺發生軸

馬 力最大 8，000よ り平均 5
，
500迄 に進 み ．淌費量 1馬力當 り約 工60〜 170 グ ラ ム の如 く優秀な る成絞 を

示 すに 至れ b 。 徇最近流體接手の 發邃 に よ il　． 數多の 高速ヂ ーゼ ル を．此接手を介 して 減速裝置 に よ

り 1軸に連結 し．1 軸當 りの 馬力著 しく増加す る に至 りた る は注 目す べ き現象な り。

　 歐洲 に て は既に 1 臺 1 萬數千馬力 tcixす る もの あ り。 今後ヂ ーゼ ル の 發逹 として 注 目すべ きは 、初

期の 蒸氣機關が コ ム パ ウ ン ド ・ エ ン ヂ ン と な り發逹 し た る如 く．ヂーゼ ル 亦た コ ム パ ウ ン ドの 聯成 式

とな り、發展に 途を求む る にあ らすや と察せ らる o

　 以上 述 べ し如 く．ヂ ーゼ ル の 異常な る發展 に よ り蒸氣機關は
一時屏息の 傾あ りしも．元來蒸氣機關は

此章の 初 め に逑 べ し如 く．ヂ ーゼ ル と別途に進む べ き途 を有す るを以 て
、 漸次進歩 赫 臨壅しつ S あ り。
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近 時 造船 の 遘 歩 に 就 て
、 斯波 孝 四郎

一Ll」

　殊に輓近汽罐の 改良進歩著 しき もの あ b 。 微粉毅裝置或は メ カ ＝ カ ル ・ス トーカ ーの探用に ょ り焚

炭の方法 の 改善及高壓高温蒸氣の 信頼すべ き使用竝 に排氣 タービ ン に よ る排氣の 利用等著 しき燃料節

約 を示す に 至 れ り。 仄聞す る所 に よ れば ．最近我 國 に 於 て も水管式汽罐 に メ ヵ 昌 ヵ ル 。ス トーヵ 一
を

装備し、壓力毎
ユF方吋 350パ ウ ン ド．温度　650°F の 蒸氣 を得ん とする設計あ りと聞 く。 往復動汽關 も

最近排氣 タービ ン の 併用 によ り其能率 を囘復 し、 比較的低馬力 の もの に向つ て 今後進出する餘地 あ り

と考へ らる 。

　蒸氣タ ービ ン は依然大馬力汽船に採用せ られ、特 に最近陸上 火力發電所 の 發展に 俘ひ ．高壓高温 に

堪ふ る材料 の研究 ．設計工 作の 改善に よ り愈 々 能率 を發揮 し．操縱する船員 も亦た習熟する に至 肌 最

近躓 物船に・で 擱 せ ら る s ・・至nb ・
石炭黻 量・大正 時代 墳 勵 當 晦 時 i去〜 ・書・ ・ウ ・

ドな り しが ．今 日は 1 パ ウ ン ド内外に低下 す る に 至 り、ヂ ーゼル と其能率 を爭ふ に 至れ り。

　最後に 一言す べ きは．電氣推進の 問題な b 。 我國に於て 未だ見る べ きもの な き も．其優越せ ろ點 を

考ふ る時ぼ．今後研究 を俟ち大 に 實現 の 可能性あ る もの と察せ らる 。 特に操縦の 輕易な る事．及 び能

率 の 損矢な く囘轉を自由に變じ得る如き 、 他 の 諸機關の 追隨を許 さ L“る特點 あ り。 獨逸の 優秀族客船

ポ ツ ダ ム 號等に之 を應用せ る偶然な ら す と云ふ べ し、

　ヂーゼ ル 機關の 進 出tcよ り・船體との 關係 に 於て特 に考慮す べ き問題 を生ぜ り。 其初期に於 て は簡

單 に 從來蒸氣機關に適合せ る船體に其艦ヂ ーゼ ル を装備 した る結果．其邏航 の 實績に 於 て 船體 に 不 測

の 障害 を及ぼす事を發見せ り。 蓋 しヂ・一・　V 　・L 固有の 振動．或は荒天に 際して も囘轉數の 確實な る事等 、

ヂ ーゼ ル の 特性が 船體に 及ぼす結果は豫想以上大なる もの あ り。 術 ヂ ーゼ ル ・ エ ン ヂ ン 夫れ 自體に於

て シ リ ン グ冖内部 の 磨損若 くは トツ プ の 破損或は ク ラ ン ク の 故障等種 々 缺點 あ る事に鑑み ．先年帝國

海事協會の 發意に基き．造船協會が 斯界の權威者を集 めて 之れ が 根本原因を研究 し、其對策を講する

の 擧あ り。 各員が 熱心 なる努力の 結果、最近漸 く其成果發表せ らる L に至れ り。 恐 らく我造船技術 の

進歩 に 大なる貢獻 をなす もの と考 へ らる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 5， 結　　　　語

　以上述べ し如 く、 世界各國tc於 ける遘船の 發展に俘ひ本邦の 造船亦た著 しき進歩を示 し、歐米諸國

の 夫れ眦 し決 して 遜色な き事緇 言 し得 べ し と信ち 最近我國工 業賎 常の 艱 を以 て 堺 各方面

に著 し く進 出 しつ N あ る は ．無論技術 の 向上 に よ る事 な る べ きもr 面爲替關係の 有利な る事 ．勞銀の

低廉なる事 も亦た大なる原 因な りと云は ざる を得す 。 頃日動 もすれば我 國民は我工業能力 を過信 し、

歐米諸國に 比 し大に 優越ぜ るや の 感 を抱 くもの あ り。 思ふ に斯か る 傾 向は此 際尤も戒飭注意 を要す る

事 に して ．世界各國の 工 業技術に於 け る進歩 は駸 々 と して 眞に驚 くべ き もの あ り。 我れ
一歩 を進 まぱ

彼れ數歩を進 まん とす 。

一一’YAUも愉安 を許さ L“る現欣な り。

　殊に船舶界に 於て其進歩著 しく．大西洋方面に於 ける優秀船 の 競爭は 驚くべ き事實な iJ
。 最近獨逸

が 東洋に 向つ て 遐航を開始せ る 優秀大型族客船は我 々 に何 を教へ る もの な りや ．我 々 工 業界 にある も
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L！iL　　　　　　　　　　　　諱 　＿　　一．．＿一．．塗一＿

の 正 に緊褌「 番を要する時なるべ し
。 要 する に 今後 釜 々 技術の 研究を第一義と考へ 官民一致銃制あ

る方針の 下 ic．邁・進す る事今日の 急務 な りとす べ く

と養成は 尤も大 切な る事・項 と 云 は ざ る を得ず。

研 究に 關する設・備の 充實は 固よ り 、 技術者 の 教育
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